
家畜衛生情報 平成27年11月12日 

徳島県鳴門市の野鳥から 

低病原性鳥インフルエンザウイルス(H5N3亜型) 

が検出されました！！ 

10月28日徳島県鳴門市において採取された野鳥糞便1検体から、 
低病原性鳥インフルエンザウイルス(H5N3亜型）が検出されました 

池は小さいが、カモ類の渡りの中継地になっておりたくさんの野鳥が訪れます 

徳島県鳴門市 

低病原性鳥インフルエンザ 
＜症状＞   ＊無症状の場合もあります 
・ 最もよくみられるのは、咳、くしゃみ、喘鳴、流涙など呼吸器症状 
・ 産卵低下や被毛粗剛、沈鬱、元気衰退、食欲減退、下痢などもみられる。 

★伝播力が強いものの、ほとんど臨床症状を示さず、発見が遅れるおそれがある 
（海外では、高病原性鳥インフルエンザに変異した事例も確認されている） 

これらの症状を認めた場合は 
すぐに家畜保健衛生所へ連絡 

高病原性鳥インフルエンザウイルス 
感染リスクの高い野鳥 

リスク種 1（最も感染リスクが高い） 
＜カモ目カモ科＞ 
 マガン シジュウカラガン コブハクチョウ コハクチョウ 
 オオハクチョウ オシドリ キンクロハジロ ヒシクイ 
＜タカ目タカ科＞ 
 オジロワシ オオワシ チュウヒ ハイタカ サシバ 
 ノスリ クマタカ オオタカ 
＜ハヤブサ目ハヤブサ科＞ 
 チョウゲンボウ ハヤブサ 

対策はウイルスの鶏舎への 
侵入防止に努めることです 



2～3m 

鶏舎、農場敷地周縁に2～3m幅で 
消石灰を散布しましょう 

消石灰の効果 
１．高病原性鳥インフルエンザに対する消毒効果 
２．ネズミなどの野生動物に忌避効果あり 

防鳥ネットを設置しましょう 

新鮮な水道水を使用しましょう 

異常を認めた場合は、すぐに家畜保健衛生所へ連絡してください 

０５７４－２５－３１１１  
●閉庁時は案内に従い「１」番をプッシュしてくださいつながらない場合は ０５７４－２５－３４８４  
                   土日・祝日、閉庁時も通報を受け付けます 

飼養衛生管理基準を再確認・徹底 
をお願いいたします 

・・・ウイルスが農場入口まできているかも 

・消毒前の水洗で、長靴（靴底）の汚れを落としていますか？ 

・消毒液は汚れていませんか？ 

・消毒液の濃度は十分ですか？ 

・手指の洗浄・消毒はしていますか？ 

・手を拭くときのタオルを使い回ししていませんか？ 
水洗槽 消毒槽 

・・・ウイルスが車両に付いてきているかも 

・トラックの荷台は洗浄してから消毒していますか？ 

・運転席マット等、土が付着する場所は洗浄・消毒していますか？ 

・農場に出入りする際は消毒していますか？ 

・乗車前、降車後に手指の洗浄・消毒をしていますか？ 

・・・ウイルスが農場に入っているかも 

・専用の衣服・長靴を着用していますか？ 

・給水、給餌施設の野生動物対策は大丈夫ですか？ 

簡易消毒機 消毒用動力噴霧器 

車両 

農場の入口 

鶏舎 


